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今年度要求のポイント

総務局情報化推進課局・課名／　　

4,095 4,095

6,985

②電子申請システムの利活用

004整理番号 03

本事業を実施することで、市民が時間や場所の制約なしに様々な行政
サービスを受けることができ、また一方では行政情報を体系的に整理
することなどにより事務の迅速化や行政運営の透明化を実現し、もっ
て「行政サービスの充実」を継続的に達成することを目的としていま
す。

事業目的

事 業 名 行政情報化推進事務

③文化施設予約システムの利活用

事業内容

関連事業
479,862            事 業 費

項目

【今後（～24年度】

その他　特記事項スケジュール（経過及び今後展開）

その他

合計

(1)電子市役所の推進
市民が市役所に来られなくとも必要なサービスを受けられるような仕
組みを情報システムにより実現します。また、庁内の情報や手続きの
流れをを体系的に整理し、手続きの迅速化・透明化を促進します。
【例：電子申請システム、文化施設予約システム、公開型GIS、統合型
GIS、グループウェアなど】
(2)安全な運用のための環境整備
「電子市役所の推進」が進むにつれ増大する情報システムの運用リス
ク（システム障害や情報セキュリティ事故の発生など）を逓減するた
めに必要な措置を講じます。【例：庁内LANの運用保守、情報セキュリ
ティ対策、大規模災害対策など】
(3)ITガバナンスの実現
上記の2つの取組みを全庁効率的に進めていくうえで、情報部門を中心
とした体制により情報システム施策の推進や情報システム経費の適正
化を図っていきます。【例：CIO補佐の設置、行政情報化実施計画・情
報システム最適化計画の推進など】

コンサルタント費用

584,379 601,811

25,213

内容・積算等

ASP利用

8,976

23年度要求額

新規ｺﾝﾃﾝﾂ追加、住宅地図使用など

検索機能強化、機器の借上げなど

0 32,038 システムの運用委託

6,713 14,876 ウィルス対策、災害対策など

(単位　千円)

⑦情報セキュリティ対策（災害対策を含む）

8,550 8,550 ASP利用、回線利用など

⑤庁内LANの運用・保守 418,982

平成21年度決算額

主な要求内容 （単位：千円）

①統合型ＧＩＳの利活用

平成22年度予算額 平成23年度要求額

601,811584,379

全体事業費

事業内容中(2)については、様々なIT技術の調査、分析による対応手法の検討を
行い、　運用経費の見直しを行った。
なお、本事業を進めていくうえで近々では(3)の対策が急務であるとの認識のも
と、今年度は特に(3)の関係事務を重点的に要求を行った。

22年度予算

事業期間 　H　～　H　　

58,960

⑥システム運用の統合

④グループウェアの利活用 55,734

419,703 システムの運用・保守、機器の借上げなど

・プロジェクトマネジメント支援業務、
IT予算検証業務等による庁内情報シ
ステムの把握

・CIOを中心とした庁内体制づくり
・電子市役所推進に向けた庁内状況
の把握

【経過（～22年度】 【23年度】

29,4000⑧CIO補佐の支援

83,320

・電子市役所推進に向けた環境整備


